
　

ク
ル
ド
独
立
派
組
織
で
あ
る
ク
ル

デ
ィ
ス
タ
ン
労
働
党
（
Ｐ
Ｋ
Ｋ
）
と
ト

ル
コ
政
府
と
の
間
で
過
去
三
〇
年
間
続

き
、
四
万
人
の
命
を
奪
っ
た
紛
争
に
終

焉
が
み
え
て
き
た
。
Ｐ
Ｋ
Ｋ
は
ト
ル
コ

政
府
と
の
交
渉
の
末
、
今
年
五
月
に
す

べ
て
の
兵
力
（
約
五
〇
〇
〇
人
）
の
北

イ
ラ
ク
へ
の
撤
収
を
開
始
し
た
。
本
レ

ポ
ー
ト
で
は
、
Ｐ
Ｋ
Ｋ
紛
争
終
結
の
背

景
と
今
後
を
、
ト
ル
コ
の
内
政
と
周
辺

諸
国
と
の
関
係
の
観
点
か
ら
分
析
す

る
。

●
Ｐ
Ｋ
Ｋ
武
装
闘
争
の
経
緯

　

Ｐ
Ｋ
Ｋ
は
ク
ル
ド
民
族
の
独
立
を
目

指
し
て
一
九
七
八
年
に
ア
ブ
ド
ゥ
ッ

ラ
ー
・
オ
ジ
ャ
ラ
ン
に
よ
り
ト
ル
コ
で

結
党
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
ト
ル
コ
政
府

の
弾
圧
か
ら
逃
れ
て
シ
リ
ア
に
基
地
を

構
え
て
ト
ル
コ
領
内
に
侵
入
、
一
九
八

四
年
に
ト
ル
コ
の
南
東
部
を
中
心
に
武

装
闘
争
を
開
始
し
た
。
Ｐ
Ｋ
Ｋ
と
ト
ル

コ
国
軍
の
間
の
紛
争
は
一
九
九
〇
年
代

に
激
化
し
た
が
図
１
、
Ｐ
Ｋ
Ｋ
を
か
く

ま
う
シ
リ
ア
に
対
し
て
ト
ル
コ
が
一
九

九
八
年
一
〇
月
に
最
後
通
牒
を
突
き
つ

け
る
と
、
シ
リ
ア
は
Ｐ
Ｋ
Ｋ
の
基
地
を

閉
鎖
し
、
オ
ジ
ャ
ラ
ン
を
国
外
追
放
し

た
。

　

オ
ジ
ャ
ラ
ン
は
逃
亡
後
、
一
九
九
九

年
二
月
に
ケ
ニ
ア
の
ギ
リ
シ
ャ
大
使
館

で
拘
束
さ
れ
ト
ル
コ
へ
引
き
渡
さ
れ
る

と
、
裁
判
で
死
刑
判
決
を
受
け
た
（
そ

の
後
の
刑
法
改
正
で
終
身
刑
に
減
刑
）。

拘
束
さ
れ
た
オ
ジ
ャ
ラ
ン
が
停
戦
を
呼

び
か
け
、
北
イ
ラ
ク
の
カ
ン
デ
ィ
ル
に

逃
避
し
た
Ｐ
Ｋ
Ｋ
の
指
導
部
も
こ
れ
に

応
じ
て
二
〇
〇
〇
年
か
ら
四
年
間
は
Ｐ

Ｋ
Ｋ
紛
争
は
下
火
に
な
っ
た
。

　

し
か
し
民
主
化
後
の
イ
ラ
ク
で
Ｐ
Ｋ

Ｋ
が
ク
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
地
方
政
府
の
庇

護
を
享
受
す
る
よ
う
に
な
る
と
二
〇
〇

四
年
に
Ｐ
Ｋ
Ｋ
指
導
部
強
硬
派
が
オ

ジ
ャ
ラ
ン
の
弟
を
含
む
穏
健
派
を
追

放
・
粛
正
し
、
再
び
武
力
闘
争
に
転
じ

た
。
後
述
の
よ
う
に
ト
ル
コ
国
内
で
の

被
害
が
増
大
す
る
と
、
二
〇
〇
七
年
一

二
月
、
二
〇
〇
八
年
二
月
、
二
〇
一
一

年
八
月
に
は
ト
ル
コ
軍
が
北
イ
ラ
ク
の

Ｐ
Ｋ
Ｋ
に
対
す
る
越
境
攻
撃
を
行
う
ま

で
に
な
り
、
ト
ル
コ
政
府
と
イ
ラ
ク
政

府
お
よ
び
ク
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
地
方
政
府

と
の
関
係
が
悪
化
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
Ｐ
Ｋ
Ｋ
紛
争
が
続
く
一

方
で
、
獄
中
の
オ
ジ
ャ
ラ
ン
や
カ
ン

デ
ィ
ル
の
Ｐ
Ｋ
Ｋ
指
導
部
は
二
〇
〇
四

年
以
降
も
毎
年
の
よ
う
に
停
戦
を
宣
言

し
、
数
カ
月
後
に
そ
れ
を
破
棄
す
る
と

い
う
こ
と
を
繰
り
返
し
て
き
た
。
そ
の

表
層
的
原
因
は
、
Ｐ
Ｋ
Ｋ
指
導
部
で
新

た
に
生
じ
た
穏
健
派
と
強
硬
派
の
対
立

や
、
分
派
し
た
過
激
派
に
よ
る
単
独
行

動
な
ど
に
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま

た
停
戦
が
Ｐ
Ｋ
Ｋ
兵
力
建
て
直
し
の
た

め
に
利
用
さ
れ
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
と

の
指
摘
も
あ
っ
た
。
し
か
し
こ
の
矛
盾

す
る
行
動
の
真
の
原
因
は
、
ト

ル
コ
政
府
が
オ
ジ
ャ
ラ
ン
お

よ
び
他
の
Ｐ
Ｋ
Ｋ
指
導
者
と

和
平
の
た
め
の
秘
密
交
渉
を

行
っ
て
い
た
こ
と
に
あ
る
。
Ｐ

Ｋ
Ｋ
側
は
、
和
平
へ
の
姿
勢
を

示
す
方
で
、
交
渉
上
の
立
場
を

で
き
る
だ
け
有
利
に
す
る
た

め
に
武
力
闘
争
を
用
い
て
い

た
の
で
あ
る
。

●
政
府
と
Ｐ
Ｋ
Ｋ
の
秘
密

交
渉

　

二
〇
〇
二
年
総
選
挙
で
公

正
発
展
党
（
Ａ
Ｋ
Ｐ
）
政
権
を

樹
立
し
た
レ
ジ
ェ
ッ
プ
・
タ
イ
ッ
プ
エ

ル
ド
ア
ン
（
二
〇
〇
三
年
よ
り
首
相
）

は
、
Ｐ
Ｋ
Ｋ
を
含
め
た
ク
ル
ド
問
題
の

解
決
を
長
期
的
に
模
索
し
て
い
た
。
Ｐ

Ｋ
Ｋ
と
の
戦
い
は
ト
ル
コ
の
人
的
・
経

済
的
資
源
の
大
き
な
損
失
を
も
た
ら
し

て
い
た
。
そ
れ
に
加
え
、
Ａ
Ｋ
Ｐ
は
ク

ル
ド
人
か
ら
の
支
持
が
ク
ル
ド
政
党
で

あ
る
平
和
民
主
党
（
Ｂ
Ｄ
Ｐ
）
に
次
い

で
強
い
た
め
、
ク
ル
ド
問
題
の
解
決
は

Ａ
Ｋ
Ｐ
の
ク
ル
ド
地
域
で
の
支
持
基
盤

確
立
に
繋
が
る
と
い
う
背
景
が
そ
も
そ

も
あ
っ
た
。
ク
ル
ド
地
域
で
は
宗
教
性

が
強
い
う
え
に
、
Ａ
Ｋ
Ｐ
も
ク
ル
ド
人

を
ト
ル
コ
人
と
同
じ
ム
ス
リ
ム
同
胞
と

し
て
接
し
て
き
た
。

　

政
府
は
ク
ル
ド
語
放
送
拡
充
や
ク
ル

ド
語
教
育
機
関
設
立
な
ど
を
Ｅ
Ｕ
加
盟

Uppsala
Tezcur
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図1　PKK紛争での犠牲者数：1984〜2012年

（出所）Uppsala Conflict Data Program（2013）およびTezcur（2013）より筆
者作成。

（注）Uppsala Conflict Data Program（2013）はPKKと軍人を合わせた1984〜
2011年の犠牲者数の下限推計値。Tezcur（2013）はPKK、軍人、民間人を合
わせた2002〜2012年の犠牲者数。

間
　
寧

ト
ル
コ
に
お
け
る
ク
ル
ド
の
春

ト
レ
ン
ド
・
リ
ポ
ー
ト
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の
条
件
と
し
て
実
現
し
た
が
、
そ
れ
と

は
別
に
、
エ
ル
ド
ア
ン
は
ト
ル
コ
の
従

来
の
国
民
国
家
認
識
、
す
な
わ
ち
ト
ル

コ
人
は
す
べ
て
ト
ル
コ
民
族
で
あ
る
と

の
認
識
を
も
変
革
し
よ
う
と
試
み
た
。

エ
ル
ド
ア
ン
は
二
〇
〇
五
年
八
月
、
ト

ル
コ
は
民
族
モ
ザ
イ
ク
国
家
な
の
で
、

ト
ル
コ
人
と
は
上
位
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
で
あ
り
、
下
位
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
と
し
て
は
ト
ル
コ
民
族
、
ク
ル
ド

民
族
な
ど
、
多
様
な
も
の
が
あ
る
と
世

論
に
訴
え
た
（M

illiyet 2
0
1
3

）。
た

だ
し
こ
の
主
張
は
ト
ル
コ
民
族
主
義
派

か
ら
は
も
ち
ろ
ん
、
宗
教
保
守
派
や
世

俗
主
義
派
か
ら
も
、
ト
ル
コ
を
分
裂
さ

せ
る
と
の
厳
し
い
批
判
に
合
い
、
世
論

の
認
識
を
変
え
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ

た
。

　

と
こ
ろ
で
エ
ル
ド
ア
ン
が
世
論
変
革

を
試
み
た
こ
の
時
期
は
、
Ｐ
Ｋ
Ｋ
と
の

和
平
模
索
開
始
時
期
に
一
致
す
る
。
政

府
は
二
〇
〇
五
年
以
降
、
イ
ム
ラ
ル
島

刑
務
所
に
服
役
中
の
オ
ジ
ャ
ラ
ン
Ｐ
Ｋ

Ｋ
党
首
と
秘
密
裏
に
断
続
的
に
交
渉

し
、
Ｐ
Ｋ
Ｋ
武
装
闘
争
終
結
の
可
能
性

を
探
っ
た
。
二
〇
〇
九
年
夏
に
は
政
府

が
ク
ル
ド
自
由
化
策
を
打
ち
出
し
た

が
、
そ
の
裏
で
は
オ
ス
ロ
で
の
秘
密
交

渉
（
オ
ス
ロ
過
程
）
が
進
展
し
て
い
た
。

オ
ス
ロ
過
程
で
の
合
意
に
よ
り
、
同
年

一
〇
月
に
は
Ｐ
Ｋ
Ｋ
戦
闘
員
と
協
力
者

三
四
名
が
イ
ラ
ク
国
境
か
ら
帰
還
す
る

ま
で
に
至
っ
た
。

　

し
か
し
帰
還
者
が
群
衆
の
前
で
勝
利

を
宣
言
す
る
と
、
こ
れ
に
政
府
が
反
発

し
、
帰
還
者
を
投
獄
し
た
。
そ
の
後
も

オ
ス
ロ
過
程
は
秘
密
裏
に
続
い
た
が
、

二
〇
一
一
年
七
月
に
突
如
中
断
さ
れ

た
。
そ
の
背
景
に
は
同
月
の
Ｐ
Ｋ
Ｋ
に

よ
る
「
偶
発
的
」
国
軍
攻
撃
事
件
や
、

同
年
六
月
総
選
挙
戦
で
エ
ル
ド
ア
ン
首

相
が
ト
ル
コ
民
族
主
義
に
訴
え
て
オ

ジ
ャ
ラ
ン
を
糾
弾
し
た
こ
と
な
ど
に
よ

る
政
権
と
Ｐ
Ｋ
Ｋ
の
間
の
相
互
不
信
の

高
ま
り
が
あ
っ
た
と
さ
れ
る
（In

ter-
n
atio

n
al C

risis G
ro

u
p
 2

0
1
3

）。

オ
ス
ロ
過
程
は
、
政
権
お
よ
び
Ｐ
Ｋ
Ｋ

が
裏
で
取
引
を
し
な
が
ら
も
表
の
政
治

で
両
者
が
機
会
主
義
に
流
れ
た
こ
と
で

頓
挫
し
た
と
い
え
る
。

●
秘
密
交
渉
か
ら
公
開
交
渉
へ

　

オ
ス
ロ
過
程
の
中
断
は
そ
の
後
、
決

定
的
に
な
っ
た
。
政
府
が
オ
ジ
ャ
ラ
ン

と
直
接
交
渉
し
て
い
る
こ
と
が
総
選
挙

後
に
メ
デ
ィ
ア
に
漏
洩
さ
れ
、
し
か
も

オ
ジ
ャ
ラ
ン
と
交
渉
し
て
い
た
国
家
諜

報
局
（
Ｍ
Ｉ
Ｔ
）
局
長
ら
に
二
〇
一
二

年
二
月
、
逮
捕
状
が
出
さ
れ
た
の
で
あ

る
。
し
か
し
こ
の
よ
う
な
（
司
法
府
を

握
る
、
エ
ル
ド
ア
ン
と
袂
を
分
か
っ
た

イ
ス
ラ
ム
勢
力
に
よ
る
）
和
平
へ
の
抵

抗
は
、
か
え
っ
て
和
平
交
渉
を
加
速
さ

せ
た
。
交
渉
決
裂
は
、
政
府
が
和
平
反

対
勢
力
に
屈
し
た
こ
と
を
意
味
す
る
か

ら
で
あ
る
。
政
府
は
同
月
、
Ｍ
Ｉ
Ｔ
局

員
な
ど
の
逮
捕
に
首
相
の
許
可
を
義
務

づ
け
る
立
法
に
よ
り
逮
捕
請
求
を
取
消

さ
せ
た
。

　

他
方
、
シ
リ
ア
の
内
戦
で
二
〇
一
一

年
八
月
以
降
、
ト
ル
コ
が
反
体
制
派
支

持
を
明
確
に
し
て
以
降
、
Ｐ
Ｋ
Ｋ
の
ト

ル
コ
に
お
け
る
テ
ロ
活
動
が
頻
発
し

た
。
特
に
二
〇
一
二
年
七
月
か
ら
八
月

に
か
け
て
イ
ラ
ク
国
境
付
近
の
シ
ェ
ム

デ
ィ
ン
リ
で
Ｐ
Ｋ
Ｋ
自
爆
テ
ロ
が
頻
発

す
る
と
、国
軍
が
掃
討
作
戦
を
行
っ
た
。

同
八
月
に
は
南
東
ア
ナ
ト
リ
ア
で
Ｂ
Ｄ

Ｐ
国
会
議
員
が
Ｐ
Ｋ
Ｋ
と
抱
擁
す
る
映

像
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
流
出
、
一
一

月
に
は
オ
ジ
ャ
ラ
ン
Ｐ
Ｋ
Ｋ
党
首
の
獄

中
待
遇
改
善
を
要
求
し
て
国
内
各
地
の

受
刑
者
が
ハ
ン
ス
ト
を
行
う
な
ど
、
政

府
と
Ｐ
Ｋ
Ｋ
の
関
係
は
悪
化
し
た
。

　

し
か
し
ハ
ン
ス
ト
が
オ
ジ
ャ
ラ
ン
の

呼
び
か
け
で
開
始
か
ら
六
八
日
目
に
終

了
す
る
と
、
Ｐ
Ｋ
Ｋ
の
交
渉
相
手
と
し

て
の
オ
ジ
ャ
ラ
ン
の
影
響
力
を
政
府
は

再
認
識
し
た
。
年
齢
（
現
在
六
五
歳
）

を
気
に
す
る
よ
う
に
な
っ
た
オ
ジ
ャ
ラ

ン
に
と
っ
て
も
身
柄
の
自
由
を
獲
得
す

る
に
は
和
平
が
必
要
だ
っ
た
。
こ
の
機

に
政
府
は
Ｐ
Ｋ
Ｋ
と
交
渉
し
て
い
る
こ

と
を
公
に
認
め
二
〇
一
三
年
一
月
、
Ｍ

Ｉ
Ｔ
長
官
が
政
府
特
使
と
し
て
オ
ジ
ャ

ラ
ン
と
交
渉
開
始
し
た
。
同
月
パ
リ
で

Ｐ
Ｋ
Ｋ
幹
部
三
名
暗
殺
さ
れ
た
が
、
和

平
交
渉
の
妨
げ
と
は
な
ら
な
か
っ
た
。

ま
た
同
月
、（
ク
ル
ド
語
を
含
む
）
母

語
で
の
口
頭
弁
論
を
認
め
る
刑
事
訴
訟

法
が
成
立
し
、
Ｐ
Ｋ
Ｋ
の
従
来
の
要
求

の
ひ
と
つ
が
実
現
し
た
。

　

二
月
に
は
Ｂ
Ｄ
Ｐ
議
員
が
獄
中
の
オ

ジ
ャ
ラ
ン
と
面
会
し
て
和
平
に
向
け
た

彼
の
提
案
を
聞
き
取
り
、
北
イ
ラ
ク
の

Ｐ
Ｋ
Ｋ
指
導
部
に
伝
達
し
た
。
そ
し
て

三
月
の
ク
ル
ド
の
新
年
に
オ
ジ
ャ
ラ
ン

が
和
平
を
呼
び
か
け
、
北
イ
ラ
ク
の
Ｐ

Ｋ
Ｋ
指
導
部
も
停
戦
を
宣
言
し
た
。
こ

の
間
、
政
府
は
武
装
解
除
と
撤
退
を
、

Ｐ
Ｋ
Ｋ
と
Ｂ
Ｄ
Ｐ
は
Ｐ
Ｋ
Ｋ
戦
闘
員
の

身
の
安
全
を
保
障
す
る
た
め
の
法
改
正

な
い
し
国
会
決
議
を
、
そ
れ
ぞ
れ
要
求

す
る
も
の
の
、合
意
に
至
ら
な
か
っ
た
。

し
か
し
Ｐ
Ｋ
Ｋ
は
自
ら
が
宣
言
し
た
五

月
八
日
ま
で
に
北
イ
ラ
ク
へ
の
撤
退
を

開
始
し
た
。
急
進
展
す
る
和
平
交
渉
に

つ
い
て
、
国
内
で
は
当
初
懐
疑
的
な
見

方
も
あ
っ
た
。
政
府
は
四
月
、
六
三
名

の
知
識
人
、
経
済
人
、
芸
能
人
か
ら
な

る
賢
人
会
議
を
召
集
し
て
全
国
（
七
地

域
別
）
に
派
遣
し
、
Ｐ
Ｋ
Ｋ
と
の
和
平

に
つ
い
て
の
世
論
を
把
握
す
る
と
同
時

に
そ
の
理
解
を
得
よ
う
と
試
み
た
。
ト

ル
コ
で
信
頼
を
お
か
れ
る
世
論
調
査
会

社
の
Ｋ
Ｏ
Ｎ
Ｄ
Ａ
が
五
月
後
半
に
行
っ

た
全
国
調
査
で
和
平
へ
の
支
持
率
は
八

割
に
達
し
た
。

●
和
平
の
効
果
と
今
後

　

南
東
ア
ナ
ト
リ
ア
で
は
現
在
平
穏
な

状
態
が
続
き
、
戦
闘
が
最
も
激
し
か
っ
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た
ハ
ッ
カ
リ
県
の
ユ
ク
セ
コ
ヴ
ァ
郡
に

も
ピ
ク
ニ
ッ
ク
客
が
訪
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。
Ｐ
Ｋ
Ｋ
紛
争
に
終
焉
の
見
込

み
が
立
っ
た
こ
と
の
効
果
は
大
き
く

い
っ
て
三
つ
あ
る
。
第
一
に
、
エ
ル
ド

ア
ン
に
対
す
る
ク
ル
ド
人
の
支
持
を
高

め
る
。
二
〇
一
四
年
に
（
ト
ル
コ
初
の

直
接
選
挙
に
よ
る
）
大
統
領
選
挙
へ
の

出
馬
が
見
込
ま
れ
て
い
る
エ
ル
ド
ア
ン

は
、
大
統
領
選
挙
で
の
（
上
位
二
候
補

に
よ
る
）
決
選
投
票
回
避
を
狙
っ
て
い

る
。
そ
の
た
め
に
は
約
五
割
を
超
え
る

支
持
率
を
必
要
と
す
る
が
、
ク
ル
ド
人

の
支
持
は
、
五
月
末
以
降
の
イ
ス
タ
ン

ブ
ル
を
中
心
と
す
る
国
内
抗
議
行
動
へ

の
弾
圧
で
批
判
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
エ

ル
ド
ア
ン
に
利
す
る
で
あ
ろ
う
。
第
二

に
、
よ
り
長
期
的
に
は
、
南
東
ア
ナ
ト

リ
ア
で
住
民
流
出
が
緩
和
す
る
一
方
、

農
産
加
工
業
を
中
心
に
資
本
や
労
働
の

流
入
が
期
待
で
き
る
。
チ
グ
リ
ス
河
流

域
に
あ
る
バ
ト
マ
ン
県
の
工
業
団
地
に

は
す
で
に
一
二
五
企
業
が
入
居
申
請
し

て
い
る
（H

ü
rriyet 2

0
1
3

）。

　

第
三
に
、
隣
国
の
イ
ラ
ク
と
シ
リ
ア

に
お
い
て
そ
れ
ぞ
れ
の
中
央
政
府
か
ら

独
立
傾
向
を
強
め
る
ク
ル
ド
勢
力
と
ト

ル
コ
の
関
係
構
築
を
促
進
す
る
。
イ
ラ

ク
で
は
マ
リ
キ
首
相
が
独
裁
的
政
治
手

法
に
傾
く
な
か
で
、
ク
ル
デ
ィ
ス
タ
ン

地
方
政
府
が
ト
ル
コ
と
の
経
済
関
係
を

深
化
さ
せ
て
き
た
。
ト
ル
コ
の
対
イ
ラ

ク
輸
出
の
八
割
が
ク
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
向

け
で
あ
る
（M

asraff 2
0
1
3

）。
ま

た
ク
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
地
方
政
府
は
、
イ

ラ
ク
全
体
の
石
油
収
入
の
う
ち
同
政
府

の
受
け
取
り
分
を
中
央
政
府
が
未
払
い

で
あ
る
こ
と
を
理
由
に
、
ク
ル
デ
ィ
ス

タ
ン
域
内
産
出
の
原
油
と
天
然
ガ
ス
を

ト
ル
コ
に
輸
出
す
る
こ
と
で
ト
ル
コ
と

合
意
し
た
と
さ
れ
る
（F

in
an

cial 
T
im

es 2
0
1
3

）。
内
陸
の
ク
ル
デ
ィ

ス
タ
ン
地
方
政
府
に
と
っ
て
、
対
外
貿

易
の
窓
と
し
て
の
ト
ル
コ
の
役
割
は
両

者
の
関
係
改
善
に
よ
り
さ
ら
に
大
き
く

な
ろ
う
。

　

シ
リ
ア
で
は
Ｐ
Ｋ
Ｋ
の
姉
妹
組
織
で

あ
る
民
主
統
一
党
（
Ｐ
Ｙ
Ｄ
）
を
は
じ

め
と
す
る
ク
ル
ド
勢
力
が
ア
サ
ド
政
権

と
の
直
接
対
決
を
避
け
つ
つ
自
治
を
開

始
し
て
い
る
。
ト
ル
コ
政
府
は
シ
リ
ア

で
の
Ｐ
Ｙ
Ｄ
の
台
頭
が
ト
ル
コ
の
ク
ル

ド
民
族
主
義
を
鼓
舞
す
る
可
能
性
に
神

経
を
と
が
ら
せ
て
き
た
が
、
Ｐ
Ｋ
Ｋ
と

の
和
平
に
よ
り
そ
の
不
安
を
軽
減
し
た

と
い
え
る
。

　

た
だ
し
、
今
後
の
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
は

オ
ジ
ャ
ラ
ン
も
政
府
も
示
し
て
い
な

い
。
政
府
は
Ｐ
Ｋ
Ｋ
の
武
装
解
除
と
国

外
退
去
を
求
め
た
が
、
Ｐ
Ｋ
Ｋ
が
亡
命

状
態
の
永
続
化
を
受
け
入
れ
る
と
は
考

え
に
く
い
。
Ｐ
Ｋ
Ｋ
は
和
平
の
代
償
と

し
て
将
来
的
に
は
ト
ル
コ
帰
還
と
政
治

参
加
を
視
野
に
入
れ
て
い
る
か
ら
で
あ

る
（T

ezcü
r 2

0
1
3

）。
現
在
の
和
平

状
態
を
恒
久
化
す
る
た
め
に
は
さ
ら
な

る
交
渉
が
必
要
で
あ
る
。

（
は
ざ
ま　

や
す
し
／
ア
ジ
ア
経
済
研
究

所　

中
東
研
究
グ
ル
ー
プ
）
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